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１　

は
じ
め
に

「
大
府
市
認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
づ

く
り
推
進
条
例
」（
平
成
29
年
大
府
市
条
例
第
27
号
。

以
下
「
本
条
例
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
29
年
12
月

定
例
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
ま
し

た
。
施
行
日
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
で
す
。

本
条
例
は
、
認
知
症
施
策
に
関
す
る
基
本
理
念
や

関
係
主
体
の
役
割
、
市
の
責
務
や
施
策
等
を
定
め
た

全
国
初
の
条
例
で
す
。本
稿
で
は
、条
例
制
定
に
至
っ

た
経
緯
や
条
例
の
概
要
、
条
例
施
行
後
の
展
望
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

２　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

（
１
）
背
景

①　

高
齢
化
の
進
展
と
国
の
動
き

我
が
国
の
高
齢
化
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
平
成
29
年
版
高
齢
者
白
書

に
よ
れ
ば
、
平
成
28
年
10
月
１
日
現
在
の
高
齢
者
人

口
は
約
３
４
５
９
万
人
、
高
齢
化
率
は
27
・
３
％
と
、

い
ず
れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ

る
「
団
塊
の
世
代
」
が
全
て
後
期
高
齢
者
と
な
る
平

成
37
（
２
０
２
５
）
年
に
は
、
高
齢
者
人
口
は
約

３
６
７
７
万
人
、
高
齢
化
率
は
実
に
30
・
０
％
に
達

す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
症
に
よ

先進・ユニーク条例【解説】

　愛知県大府市は「大府市認知症に対する不
安のないまちづくり推進条例」を制定した（平
成29年条例第27号として、平成29年12
月26日公布、平成30年４月１日施行）。
　認知症を予防できるまち、そして認知症に
なっても安心して暮らすことのできるまちの
実現を目指し、市の責務や市民、事業者、地
域組織、関係機関の役割などをまとめた全国
初の条例。

り
日
常
生
活
や
社
会
生
活
上
の
不
安
を
抱
え
る
方
も

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

に
は
、
全
国
で
約
４
６
２
万
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
約
７
人
に
１
人
が
認
知
症
で
あ
る
と
推
計
さ
れ

て
お
り
、
認
知
症
の
前
段
階
と
さ
れ
る
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
と
推
計
さ
れ
る
約
４
０
０
万
人
と
合

わ
せ
る
と
、
高
齢
者
の
約
４
人
に
１
人
が
認
知
症
又

は
そ
の
予
備
群
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
日
本
に

お
け
る
認
知
症
の
高
齢
者
人
口
の
将
来
推
計
に
関
す

る
研
究
（
平
成
26
年
度
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
特
別
研
究
事
業
）」
に
よ
れ
ば
、
国
内
の
認
知
症

の
人
の
数
は
今
後
も
更
に
増
加
し
続
け
、
平
成
37
年

に
は
約
７
０
０
万
人
前
後
に
な
り
、
高
齢
者
に
対
す

る
割
合
は
約
５
人
に
１
人
に
ま
で
上
昇
す
る
と
見
込

大
府
市
認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
推
進
条
例

大
府
市
健
康
都
市
推
進
局
健
康
都
市
推
進
課
　
平
野　

陽
介

愛知県
大府市
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ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
れ
ば
、
世
界
の
認
知
症
患
者
数
は
約
５
０
０
０
万

人
と
推
計
さ
れ
、
毎
年
約
１
０
０
０
万
人
が
新
た
に

発
症
す
る
な
ど
今
後
急
増
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
認
知
症
へ
の
対
応
が
世
界
共
通
の
課
題
と
な

る
中
で
、
世
界
の
認
知
症
患
者
の
実
に
約
１
割
を
抱

え
る
日
本
の
取
組
に
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
国
で
は
、
認
知
症
対
策
を
国
家
的
課
題
と

位
置
付
け
、
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
24
年
に
公
表
し
た
「
認
知
症
施
策
推

進
５
か
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
を
改
め
、

新
た
に
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
）」
を
平
成
27
年
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
は
、
厚
生
労
働
省
を
始

め
、
12
の
関
係
府
省
庁
が
連
携
し
て
策
定
し
た
横
断

的
な
戦
略
と
し
て
、「
認
知
症
の
人
を
含
む
高
齢
者

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
」
や
「
認
知
症
の

予
防
法
等
の
研
究
開
発
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
の
推

進
」「
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
の
視
点
の
重
視
」

と
い
っ
た
新
た
な
取
組
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
29
年
に
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
法
で

は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
認
知
症
に
関
す
る

知
識
の
普
及
啓
発
や
認
知
症
施
策
の
総
合
的
な
推
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
策
を
推
進
す
る
上
で
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
の
意
向
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
「
健
康
都
市
お
お
ぶ
」
の
歩
み
と
鉄
道
事
故

大
府
市
は
、
昭
和
45
年
の
市
制
施
行
以
来
、
総
合

計
画
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
を
一
貫
し

て
「
健
康
都
市
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
昭
和
62
年
に

は
「
健
康
づ
く
り
都
市
宣
言
」
を
行
い
、
平
成
18
年

に
は
世
界
基
準
の
健
康
都
市
を
目
指
し
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が

提
唱
す
る
健
康
都
市
連
合
へ
加
盟
す
る
な
ど
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
み
な
ら
ず
、
保
健
・
医
療
・
福
祉

に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
、
ま
ち
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も
認
知
症
に
関
し
て
は
、

日
本
に
僅
か
６
か
所
し
か
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
の
１
つ
で
あ
り
、
老
年
学
や
認
知
症
に
関
す
る

国
内
唯
一
の
総
合
的
な
研
究
機
関
で
あ
る
国
立
長
寿

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
や
、
日
本
に
３
か
所
し
か
な
い

認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
セ
ン
タ
ー
の
１
つ
で
あ
る

大
府
セ
ン
タ
ー
の
両
者
が
市
内
に
立
地
す
る
恵
ま
れ

た
環
境
の
下
、
各
機
関
と
協
働
し
た
調
査
研
究
や
モ

デ
ル
事
業
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
早
く
か
ら
、
認

知
症
の
予
防
や
、
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
平
成
19
年
12
月
に
、

大
府
市
内
に
住
む
認
知
症
の
人
が
列
車
に
は
ね
ら
れ

て
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

事
故
は
、
後
に
認
知
症
の
人
を
介
護
す
る
家
族
の
監

督
義
務
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
最
高
裁
判
所
ま
で
争

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
裁
判
の
過
程
を
通
じ
て

大
き
な
注
目
を
集
め
た
こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
認
知
症
施
策
の
更
な
る
推
進
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ

た
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、「
事
故
の
起
き
た
ま
ち
」
と
し
て
も

注
目
を
集
め
る
大
府
市
と
し
て
、
新
た
な
取
組
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

（
２
）
条
例
制
定
の
経
緯

大
府
市
で
は
、
平
成
29
年
４
月
に
組
織
改
正
を
行

い
、
市
の
都
市
目
標
で
あ
る
「
健
康
都
市
」
の
実
現

や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
全
庁

的
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
司
令
塔
の
役
割
を
果

た
す
組
織
と
し
て
、
新
た
に
企
画
政
策
部
内
に
健
康

都
市
推
進
局
を
設
置
し
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、

愛
知
県
が
、認
知
症
対
策
の
一
層
の
推
進
を
目
的
に
、

「
認
知
症
に
理
解
の
深
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す

た
め
の
取
組
を
示
す
「
あ
い
ち
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
構

想
」
の
策
定
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
の
モ
デ
ル
地
域

と
し
て
、
隣
接
す
る
東
浦
町
と
と
も
に
大
府
市
が
選

ば
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
他
の
地
域
の
モ
デ
ル
と
な

る
よ
う
な
新
た
な
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
日
本
で

初
め
て
と
な
る
認
知
症
施
策
に
関
す
る
総
合
条
例
の

策
定
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
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条
例
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
の
健
康
都
市

施
策
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
係
る
全

体
的
な
企
画
・
調
整
役
を
担
う
健
康
都
市
推
進
課
を

中
心
に
、
健
康
増
進
課
や
高
齢
障
が
い
支
援
課
、
地

域
福
祉
課
な
ど
の
関
係
各
課
の
協
力
の
下
、
条
文
づ

く
り
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
通
し
て
広
く
市
民
か
ら
意
見
を
募
っ
た
ほ
か
、

有
識
者
や
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の
意
見
も

聞
き
な
が
ら
条
例
案
を
完
成
さ
せ
、
あ
の
日
本
中
の

注
目
を
集
め
た
鉄
道
事
故
か
ら
ち
ょ
う
ど
10
年
が
経

過
す
る
平
成
29
年
12
月
の
定
例
会
に
上
程
し
ま
し
た
。

３　

条
例
内
容
の
解
説

（
１
）
題
名

市
民
の
「
認
知
症
に
対
す
る
不
安
」
は
、
大
別
す

る
と
「
認
知
症
に
な
る
こ
と
の
不
安
」
と
、「
自
分

や
家
族
が
認
知
症
に
な
っ
た
後
の
不
安
」
の
２
つ
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
へ
の
対
応
は
、「
認

知
症
の
予
防
」
の
取
組
と
「
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
支
え
る
」
取
組
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
以
前
か
ら
、「
認
知

症
に
な
り
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
」と「
認
知
症
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
取
組
を
総
称
し
て
「
大
府
市
認

知
症
不
安
ゼ
ロ
作
戦
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

本
条
例
の
題
名
も
「
大
府
市
認
知
症
に
対
す
る
不
安

の
な
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
と
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
前
文

本
条
例
に
は
、
条
例
制
定
に
至
る
大
府
市
な
ら
で

は
の
背
景
や
経
緯
を
示
す
と
と
も
に
、
市
民
や
事
業

者
、
地
域
組
織
、
関
係
機
関
そ
の
他
全
て
の
主
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
適
切
に
果
た
し
、
認
知
症
を
予

防
で
き
る
ま
ち
、
そ
し
て
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す

決
意
を
示
す
た
め
、
前
文
を
設
け
て
い
ま
す
。

（
３
）
基
本
理
念
（
第
３
条
）

認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
当
た
り
、
本
条
例
の
根
底
を
な
す
基
本
理
念
と

し
て
、
次
の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
及
び
理
解
に
基

づ
き
、
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
族
の
視
点
に

立
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

②
認
知
症
の
人
を
は
じ
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ

と
。

③
市
民
、
事
業
者
、
地
域
組
織
、
関
係
機
関
及
び

市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
又
は
責
務
を
認
識
し
、

相
互
に
連
携
す
る
こ
と
。

（
４
）
市
民
・
事
業
者
・
地
域
組
織
・
関
係
機
関
の

役
割
（
第
４
条
～
第
７
条
）

　
（
市
民
の
役
割
）

第
４
条　

市
民
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
誰
も
が

認
知
症
に
な
り
得
る
こ
と
を
認
識
し
、
認
知
症

に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
入
手
し
、
そ
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
民
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
自
ら
認
知

症
の
予
防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
、
事
業
者
、

地
域
組
織
、
関
係
機
関
等
が
実
施
す
る
認
知
症

に
関
す
る
施
策
又
は
取
組
に
協
力
す
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
事
業
者
の
役
割
）

第
５
条　

事
業
者
は
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
従
業
員
に
対
し
必
要
な
教

育
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

事
業
者
は
、
認
知
症
の
人
の
個
々
の
特
性
に

応
じ
た
必
要
な
配
慮
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

３　

事
業
者
は
、
市
、
地
域
組
織
、
関
係
機
関
等

が
実
施
す
る
認
知
症
に
関
す
る
施
策
又
は
取
組

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
地
域
組
織
の
役
割
）

第
６
条　

地
域
組
織
は
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
住
民
相
互
の
支

え
合
い
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２　

地
域
組
織
は
、
市
、
事
業
者
、
関
係
機
関
等

が
実
施
す
る
認
知
症
に
関
す
る
施
策
又
は
取
組

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
関
係
機
関
の
役
割
）

先進・ユニーク条例
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第
７
条　

関
係
機
関
は
、
市
、
事
業
者
、
地
域
組

織
等
が
実
施
す
る
認
知
症
に
関
す
る
施
策
又
は

取
組
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

関
係
機
関
は
、
認
知
症
に
関
す
る
専
門
知
識

を
有
す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

関
係
機
関
は
、
認
知
症
に
係
る
研
究
成
果
に

関
す
る
情
報
の
共
有
そ
の
他
の
関
係
機
関
相
互

の
連
携
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
も
あ
る
よ
う
に
、
認
知
症

に
対
す
る
不
安
の
な
い
ま
ち
の
実
現
に
は
、
行
政
だ

け
で
な
く
、地
域
住
民
や
民
間
セ
ク
タ
ー
な
ど
、様
々

な
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、そ
の
主
体
の
代
表
と
し
て
、

市
民
、
事
業
者
、
地
域
組
織
及
び
関
係
機
関
の
役
割

を
明
文
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
基
本
理
念
に
定
め
る
と
お
り
、
様
々
な
取

組
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
正
し
い
知
識
及
び
理
解
に

基
づ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機

関
を
除
く
各
主
体
の
役
割
に
共
通
し
て
「
認
知
症
に

関
す
る
理
解
を
深
め
る
」こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
は
、
小
売
店
や
金
融
機
関
、
公
共

交
通
機
関
な
ど
、
認
知
症
の
人
へ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
認
知
症
の
人
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
新
た
な
商
品
の
開
発
、
従
業
員
が
若

年
性
認
知
症
を
発
症
し
た
場
合
や
従
業
員
の
家
族
が

認
知
症
を
発
症
し
た
場
合
に
お
け
る
就
労
継
続
の
た

め
の
環
境
整
備
な
ど
、
多
様
な
役
割
を
担
う
主
体
で

あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
条
文
と
し
て
い
ま
す
。

（
５
）
市
の
責
務
・
施
策
（
第
８
条
～
第
11
条
）

　
（
市
の
責
務
）

第
８
条　

市
は
、
認
知
症
に
関
す
る
現
状
、
認
知

症
の
人
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
要
望
等
を
調
査

及
び
分
析
し
、
認
知
症
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
は
、
前
項
の
施
策
を
適
切
に
実
施
す
る
た

め
、
必
要
な
組
織
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と

す
る
。

　
（
正
し
い
知
識
の
普
及
に
関
す
る
施
策
）

第
９
条　

市
は
、
小
中
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
幅

広
い
世
代
の
市
民
、
事
業
者
及
び
地
域
組
織
に

対
し
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及

す
る
た
め
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、研
修
会
の
開
催
、

各
種
広
報
媒
体
の
活
用
そ
の
他
の
必
要
な
施
策

を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

　
（
予
防
に
関
す
る
施
策
）

第
10
条　

市
は
、
認
知
症
の
予
防
に
関
す
る
関
係

機
関
の
研
究
成
果
を
活
用
し
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
そ
の
他
の
認
知
症
の
予
防
に
有

効
と
さ
れ
る
活
動
を
行
う
た
め
の
環
境
整
備
、

認
知
機
能
検
査
の
実
施
そ
の
他
の
認
知
症
の
予

防
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の

と
す
る
。

２　

市
は
、
認
知
症
の
発
症
及
び
進
行
に
は
個
人

の
生
活
習
慣
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑

み
、
必
要
に
応
じ
て
、
食
生
活
、
運
動
、
睡
眠

そ
の
他
の
日
常
生
活
に
係
る
指
導
及
び
助
言
を

行
う
も
の
と
す
る
。

３　

市
は
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
予
防
に
関

す
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
認
知
機
能
の
低

下
の
防
止
に
係
る
取
組
を
実
施
す
る
地
域
組
織

そ
の
他
の
団
体
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う

も
の
と
す
る
。

　
（
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
関

す
る
施
策
）

第
11
条　

市
は
、
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
族
が

気
軽
に
相
談
及
び
交
流
の
で
き
る
環
境
の
整
備

を
図
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
は
、
認
知
症
の
容
態
に
応
じ
た
適
切
な
支

援
を
早
期
に
実
施
す
る
た
め
、
医
療
及
び
介
護

の
連
携
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

３　

市
は
、
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
認

知
症
の
人
を
早
期
に
発
見
及
び
保
護
す
る
た

め
、
市
民
、
事
業
者
、
地
域
組
織
、
関
係
機
関
、

民
生
委
員
等
と
連
携
し
た
地
域
に
お
け
る
見
守

り
体
制
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
も

の
と
す
る
。

４　

市
は
、
認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
と
な
り
事

故
に
遭
っ
た
人
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
必
要

な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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本
条
例
の
基
本
理
念
に
定
め
る
「
認
知
症
の
人
及

び
そ
の
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
」
施
策
の
推
進
を
担

保
す
る
た
め
、
市
の
責
務
を
明
記
し
、
認
知
症
の
人

及
び
そ
の
家
族
の
要
望
等
を
調
査
分
析
し
た
上
で
、

認
知
症
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と

や
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
組
織
体
制
を
整
備
す
る
こ

と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
取
り
組
む
認
知
症
施
策
の
う
ち
、
特
に

重
要
な
も
の
と
し
て「
正
し
い
知
識
の
普
及
」「
予
防
」

「
認
知
症
の
人
及
び
そ
の
家
族
へ
の
支
援
」
の
３
点

に
つ
い
て
、具
体
的
な
内
容
を
明
文
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
予
防
」
に
関
す
る
施
策
で
は
、
世
界
最
先

端
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
取
組
を
想
定
し
、
同
セ
ン

タ
ー
が
開
発
し
た
認
知
症
予
防
に
効
果
の
あ
る
「
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
」（
運
動
と
認
知
課
題
（
計
算
や
し
り

と
り
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
た
、
認
知
症
予
防
を
目

的
と
し
た
取
組
の
総
称
。
英
語
のcognition

（
認
知
）

とexercise

（
運
動
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
）
を

始
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
活
動
を
行
う
た
め
の

環
境
整
備
や
、
認
知
症
リ
ス
ク
の
早
期
発
見
を
目
的

と
し
た
認
知
機
能
検
査
の
実
施
な
ど
の
具
体
的
な
事

業
を
規
定
し
て
い
ま
す
。こ
の「
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
」は
、

同
セ
ン
タ
ー
と
本
市
と
の
共
同
研
究
に
お
い
て
そ
の

効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
既
に
本
市
の
高

齢
者
の
間
で
広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
言
葉
を
条
文
の
中
で
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
」
に

関
す
る
施
策
で
は
、
市
民
が
気
軽
に
相
談
や
交
流
が

で
き
る
環
境
や
、
医
療
・
介
護
の
連
携
体
制
の
整
備

に
加
え
、
本
条
例
制
定
の
動
機
付
け
の
１
つ
で
も
あ

る
「
認
知
症
に
よ
り
行
方
不
明
に
な
る
リ
ス
ク
」
や

「
行
方
不
明
中
の
事
故
に
伴
う
リ
ス
ク
」
へ
の
対
応
と

し
て
、
認
知
症
の
人
を
早
期
に
発
見
・
保
護
す
る
た

め
の
見
守
り
体
制
の
整
備
や
、
認
知
症
の
人
が
事
故

に
遭
っ
た
場
合
を
想
定
し
て
、
本
人
及
び
家
族
に
対

し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
展
望

本
条
例
の
施
行
を
契
機
と
し
、
本
市
の
認
知
症
施

策
を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
様
々
な
関

係
主
体
と
の
連
携
・
協
力
を
通
し
て
、
本
条
例
に
定

め
る
基
本
理
念
や
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
啓

発
に
積
極
的
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
実
施
す
る
新
た
な
取
組
と
し

て
、
市
内
で
起
き
た
鉄
道
事
故
を
教
訓
と
し
、
認
知

症
の
人
が
第
三
者
の
身
体
や
財
物
に
損
害
を
与
え
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
っ
た
場
合
に
家
族
等
が
被

る
損
害
を
補
償
す
る
、
個
人
賠
償
責
任
保
険
に
市
が

加
入
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
支
え
る
介
護
事
業
所
等
に
お
け
る
認
知
症

ケ
ア
の
質
の
向
上
に
向
け
、
認
知
症
介
護
研
究
・
研

修
大
府
セ
ン
タ
ー
等
と
共
同
で
、
事
業
所
や
利
用
者

本
人
・
家
族
に
対
す
る
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
よ
り

効
果
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

認
知
症
の
予
防
に
関
し
て
は
、
認
知
症
リ
ス
ク
の

早
期
発
見
を
目
的
と
し
た
認
知
機
能
検
査
の
対
象
年

齢
を
拡
充
し
て
実
施
し
て
い
く
ほ
か
、
口
腔
機
能
や

歯
周
病
と
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
と
の
関
係
を
示
唆

す
る
研
究
結
果
に
基
づ
き
、
認
知
機
能
検
査
と
同
時

に
、
歯
科
健
診
や
口
腔
機
能
検
査
等
の
新
た
な
検
査

を
行
い
、
更
に
認
知
症
の
発
症
リ
ス
ク
の
低
減
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
条
例
に
定
め
る
基
本
理
念
を
市
民
や
関

係
者
の
皆
様
と
広
く
共
有
す
る
た
め
、
条
例
の
制
定

を
記
念
し
た
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
や
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
象か

た
ど

っ

た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
な
ど
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

本
条
例
の
最
終
的
な
目
標
は
、
大
府
市
だ
け
で
な

く
、
日
本
中
、
ひ
い
て
は
世
界
中
で
認
知
症
に
対
す

る
理
解
が
広
が
り
、
全
て
の
地
域
で
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
も
本
条
例
に
基
づ
く

先
駆
的
な
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
本
条
例
の
内
容
や
本

市
の
取
組
の
成
果
、
そ
の
実
施
手
法
等
を
広
く
紹
介

し
、
認
知
症
に
対
す
る
不
安
の
な
い
社
会
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先進・ユニーク条例
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大府市認知症に対する不安のないまちづくり推進条例 概念図 
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